
あなたの保険選びをサポート

保険ショップとWEBサイトの両方であなたの保険
選びをサポートいたします。お買物の合間やご自宅で
お気軽にご利用ください。

詳しくは、お近くの保険ショップ・

WEBサイトまでお問い合わせください。

保険ショップ
 保険の見直し相談、

  お手続きを承ります。

インターネット
保険のお見積り、資料請求を
ご利用いただけます。

カタログスタンド
豊富なラインナップを
取り揃えております。

生命保険

医療保険 損害保険

自動車保険 http://www.hokenmarket.net/

＊一部のお店ではご利用になれない場合がございます。 ※ 一部対象外となる店舗・商品がございます。
※ 店舗によってはＷＡＯＮでのお支払いができない場合がございますので、
 あらかじめご了承ください。
※ 上記の特典は予告なく変更する場合がございますので、あらかじめご了承ください。

＊他行宛のお振込みなどには所定の手数料がかかります。

植物性大豆油インキを使用しています。

第28期中間報告書
2008.2.21～ 2008.8.20

新たな提携カードの発行を開始いたしました



第27期（実績） 第28期（予想）

中 間 配 当 金 15円 15円

期 末 配 当 金 25円 25円

年 間 配 当 金 40円 40円

実 績 前年同期比 中間期業績予想

取 扱 高 14,870 111% 14,600

営 業 収 益 885 98% 870

営 業 利 益 153 86% 148

経 常 利 益 155 87% 148

中間純利益 70 72% 69

株主の皆さまへ

配当金の状況第28期 中間連結決算ハイライト （単位：億円）

　当社は、株主の皆さまに対する利益還元を経営の重要施策と
位置付け、株主の皆さまへの適正な利益配分を実施するととも
に、事業拡大や生産性向上を実現するための内部留保資金の 
確保を行い、企業競争力を高めることを利益配分の基本方針と
しております。
　この方針のもと、当中間期の配当金は、15円を実施させてい
ただきます。また、期末配当金は25円を予想しておりますので、
年間配当金は40円となります。

1株当たり中間配当金15円

　これらの結果、連結業績は、取扱高が1兆4,870億58 

百万円（前年同期比111%）と順調に拡大いたしましたが、 

国内における融資需要の低下および円高による為替変動の

影響などにより、営業収益は885億86百万円（前年同期比

98%）、営業利益は153億46百万円（前年同期比86%）、経常

利益は155億4百万円（前年同期比87%）、中間純利益は70億

76百万円（前年同期比72%）となりました。

当期の見通し

　景況感の悪化による個人消費の伸び悩みや、貸金業法を 

はじめとする関係法令の改正による規制など、引き続き 

厳しい経営環境が続くものと考えております。

　このような環境の中、主力事業であるクレジットカード 

事業では、新たな提携カードの発行やカードの利便性向上を

通じ、競争力強化に継続して取り組んでまいります。

　また、保険代理店事業、サービサー事業などのクレジット

周辺事業の業容拡大に加え、「WAON」をはじめとする 

電子マネー事業の強化や、銀行代理業、加盟店精算代行事業

など新規事業の展開を本格化し、収益構造の転換を図って 

まいります。

　海外では、香港、タイ、マレーシアおよび新たな地域で、 

クレジットカード事業、クレジット周辺事業を強化し、連結 

業績の業容拡大に努めてまいります。

　また、企業の社会的責任を果たすべく、環境保全活動や 

社会貢献活動に積極的に取り組むとともに、コンプライアンス

の徹底に努めてまいります。

　今後とも株主の皆さまのご期待に沿えるよう、より一層の

業容拡大に取り組んでまいりますので、何卒変わらぬご支援

を賜りますようお願い申し上げます。

2008年10月

　株主の皆さまには、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

第28期中間報告書をお届けするにあたり、日頃のご支援に対し、 

心より厚く御礼申し上げます。

当中間期の業績

　当中間期は、国内外において積極的な会員募集に取り組むと 

ともに、新たな提携カードの発行により、連結のカード会員数を 

前期より56万人純増の1,895万人に拡大することができました。

　また、クレジット周辺事業であります保険代理店事業、 

サービサー事業の一層の強化や電子マネー事業、銀行代理業の 

育成など、収益構造の転換に向けて着実に取り組みました。海外 

事業におきましては、香港、タイ、マレーシアの上場子会社を中心

に順調にクレジット事業の拡大を図ることができました。また、 

新たにベトナムに現地法人を設立するとともに、日本での成功

事例をもとに各国にて保険代理店事業、サービサー事業などの 

クレジット周辺事業の強化に引き続き取り組みました。
会長　森　美樹 社長　神谷　和秀
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株式会社日本航空と提携し「イオンJMBカード（WAON

一体型）」の発行を開始いたしました。イオンJMBカードは

「JALマイレージバンク（JMB）」、「イオンカード」、「WAON」

の機能を1枚のカードに搭載し、クレジットやWAONの

ご利用額に応じてJALのマイルがたまる、たまったマイルを

WAONに交換できる利便性の高いカードとなっております。

お客さまからご好評

をいただき、当中間期

までに会員数は6万人

に達しております。

■マイルがたまる！ イオンJMBカード誕生！

ハイライト

お客さまに一層ご満足
いただける企業を目指して

■ベトナムに現地法人設立  割賦販売事業を開始

これまでの海外事業における会員募集、プロセッシング

および信用保証事業ノウハウを活用し、イオンの中国現地

法人と協業でハウスカードの発行を開始いたしました。中国

市場におけるカード会員の拡大を図り、クレジットカード

事業の展開を加速してまいります。

■成長市場でさらなる発展を  中国でハウスカード発行開始

◀イオンカード（中国名：永旺 ）

マイルをつかう
たまったマイルは、
10,000マイルを10,000円相当
のWAONに交換※
※ キャンペーン期間中（～2009年3月

31日申込分まで）年2回、計20,000
マイルまで交換できます。

たまったマイルは、
10,000マイル
のWAONに交換

マイルがたまる

・WAONで200円につき1マイル
・月間カードショッピング
　1,000円につき5マイル

◀イオンJMBカード（WAON一体型） イオンカード（永旺 ）受付カウンター

2008年6月、ベトナム社会主義共和国に現地法人を設立し、

割賦販売事業を開始いたしました。日本およびアジア各国で

培ったクレジット事業に関するノウハウを活用し、提携企業の

拡大、顧客の組織化に取り組み、クレジットカード事業開始に

向けて営業基盤を構築してまいります。

◀ホーチミン パソコン販売店 ACS TRADING VIETNAM CO., LTD.
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■カードの魅力向上

27期

1,553

1,370

25期

1,455

26期 28期

1,601

27期

914

766

25期

830

26期 28期

955

国内稼働会員数の推移
（万人）

■新たな顧客層の開拓

◀ ときめきポイントクラブ
参画企業 株式会社日本航空 ◀ イオンラウンジ

◀ イオンスマートペイカード

放送・
プロバイダ料金

保険料金

交通機関

新聞料金

電話料金

■カード利便性の向上

国内カード会員数の推移
（万人）

「ときめきポイントクラブ」の参画企業を拡大
お客さまにご好評をいただいております、お買物時にポイント

付与率が優遇される「ときめきポイントクラブ」は、新たに

株式会社日本航空、株式会社タカキュー、株式会社ルネサンス

にご加入いただき、さらに魅力的なサービスとなりました。

イオンゴールドカードの特典を強化
イオンゴールドカードは年会費無料で、旅行傷害保険（海外・

国内）などの特典を付帯しております。当中間期はさらに無料

でご利用いただける「イオンラウンジ」の拡大や「羽田空港

エアポートラウンジ」の無料利用の開始などメインカード

としてふさわしい特典の拡充に努めました。

FOCUS 1

新たな提携カードの発行やカードの利便性

向上を通じ、競争力強化に継続して取り組んで

まいります。

年金・税金TAX公共料金

病院

▲コスモ・ザ・カード・オーパス ▲イオンルネサンスカード

コスモ石油株式会社との提携カード「コスモ・ザ・カード・オーパス」は、

発行開始から2年間で会員数100万人を突破いたしました。また、

新たに株式会社日本航空との提携による「イオンJMBカード」、

株式会社ルネサンスとの提携による「イオンルネサンスカード」の

発行を開始いたしました。いずれも、男性、若年層に高いご支持を

いただき、新たな顧客層の開拓につながっております。

クレジットカード事業の
競争力強化

カード決済領域の拡大
クレジットカードは日常のさまざまな場面で利用される重要

な決済手段として定着しております。当中間期は、国民年金

保険料のカード決済を実現し、さらに北海道電力株式会社

をはじめ、ガス料金、水道料金など、公共料金分野における

加盟店開発に継続して取り組みました。

リボルビング払いの推進
リボルビング払い専用カード「イオンスマートペイカード」の

会員募集キャンペーンの実施や、特定日のリボルビング払い

ご利用時にポイントを提供する「リボときめき5倍デー」を

開始するなど、お得に便利にショッピングリボルビング払いを

ご利用いただける環境を整えました。
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セルフレジ

■電子マネー事業の強化 ■  保険代理店事業の強化 ■  サービサー事業の提携先拡大

■銀行代理業の推進 ■インターネットを通じた取り組み

当社の会員募集ノウハウと営業ネットワークを活用し、

イオン銀行キャッシュカードの口座募集を、従来のイオン

カードの会員募集体制に組み込み全国で推進するなど、

効率的な口座数の拡大に取り組みました。今後も新たな

収益源のひとつとして育成してまいります。

◀イオン銀行口座開設
　受付カウンター

◀ 保険ショップ ◀コンタクトセンター

イオンネットメンバーを拡大するとともに、インターネットで

安心・簡単に決済が可能な「イオンレジ」導入加盟店の開発

に注力いたしました。また、2008年9月に会員さま専用の

ショッピングWEBサイト「ときめきポイントTOWN」を開設

いたしました。

イオン保険サービス株式会社
従来のダイレクトメールやインターネットでの保険見積り

サービスなどの無店舗販売に加え、ショッピングセンター内

に展開する保険ショップにて、生命保険を中心に積極的な

対面販売に取り組みました。これらの結果、当中間期の営業

収益は18億11百万円（前年同期比324%）となりました。

エー・シー・エス債権管理回収株式会社
社会保険庁から国民年金納付督励業務を受託するとともに、

東京電力株式会社からは、電気料金の回収代行業務を受託

することができました。これらの取り組みにより、当中間期の

営業収益は11億28百万円（前年同期比127%）に拡大いたし

ました。

FOCUS 2

電子マネー事業の強化や、銀行代理業など

新規事業の展開を本格化し、新たな収益源の

拡大を図ってまいります。

当中間期は「WAON」をはじめとする各種電子マネーを

ご利用いただける共用端末の設置店舗を、ショッピング

センターやコンビニエンスストアを中心に全国2万6千

店舗（2008年8月31日現在）へと拡大いたしました。

なお、WAONの発行枚数は2008

年8月末現在で560万枚となりま

した。利用場面もイオンのセルフ

レジやコンビニエンスストアなどに

拡大し、取扱高が順調に推移して

おります。

なお、WAONの発行枚数は2008

年8月末現在で560万枚となりま

した。利用場面もイオンのセルフ

レジやコンビニエンスストアなどに

拡大し、取扱高が順調に推移して

おります。

◀モバイルWAON画面

◀ ときめきポイントTOWN
URL:  http://www.aeoncredit.

co.jp/tpt/index.html

新規事業の育成
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■台 湾■香 港 ■インドネシア

■マレーシア

◀イオンマレーシア店舗

◀ジャカルタ 家電量販店◀台北 世界貿易センター

イオンクレジットサービス（アジア）では、提携先企業で会員募集を

強化するとともに、新たにジャスココーンヒル店（香港）にてゴールド

カード会員さま向けのラウンジ利用サービスの提供を開始する

など、カードの利便性向上に努めました。また、保険代理店事業では

テレマーケティングによる保険の販売が好調に推移していることに

加え、営業拠点で対面販売を開始するなど、業容を拡大いたしました。

イオンクレジットサービス（インドネシア）では、加盟店開発を

引き続き強化するとともに、加盟店との共同企画を実施

いたしました。また、個品割賦利用の優良顧客を対象と

したメンバーズカード会員拡大に継続して取り組むなど、

クレジットカード事業の展開を視野に入れ、顧客の組織化に

注力いたしました。

◀香港 コーズウェイベイ支店

クレジットカード事業におきましては、提携先店舗での会員

募集強化、共同企画の実施に継続して取り組みました。また、

割賦販売事業におきましては、加盟店開発や共同企画の実施

に継続して注力し、取扱高拡大に取り組みました。これらの

結果、利益を拡大することができました。

イオンクレジットサービス（マレーシア）は、イオン店舗での

会員募集において、イオンカードとETCカードの一体型

申込書を導入し、効率的に会員数を拡大することができまし

た。割賦販売事業においては、加盟店と優遇金利キャンペーン

などの共同企画を開催し、取扱高の拡大に取り組みました。

FOCUS 3

香港、タイ、マレーシアおよび新たな地域で

クレジットカード事業、クレジット周辺事業

を強化し、連結業績の業容拡大に努めて

まいります。

■海外事業
■国内事業

32

68

連結営業収益に占める
海外事業の構成比
（%）

27期

578

334

25期

463

26期 28期

281

海外営業収益の推移
（億円）

■タイ

◀バンコク 携帯電話販売店

イオンタナシンサップ（タイランド）では、イオン、カルフール、

テスコロータスなど提携先企業での会員募集を強化し、会員数

を拡大いたしました。サービサー事業では携帯電話会社、金融

機関など9社と新たに提携するとともに、保険代理店事業では、

自動車自賠責保険の対面販売強化、リース事業では、OA機器

リースを開始するなど、順調に業容を拡大いたしました。

海外事業の拡大
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環境保全・社会貢献活動に
積極的に取り組んでおります

CSRへの取り組み

■クレジットカードを通じた環境保全・社会貢献活動 ■第三者の評価■グループを通じた取り組み

◀ 香港 イオン環境教育基金
支援活動

◀ タイ・イオン財団
献血・寄付活動

財団法人イオン環境財団を通じて、当中間期は万里の長城

など国内外6カ所の植樹活動に取り組みました。また、

イオン株式会社の創業250周年の取り組みのひとつで

ある、47都道府県すべての地域の皆さまとともに行う

「日本縦断イオン・クリーンキャンペーン」にも、全社をあげて

取り組んでおります。

■海外子会社の取り組み

香港 イオンクレジットサービス（アジア）
現地で運営する「イオン環境教育基金」では、2008年5月に

発生した中国四川省地震の被災者を支援する募金活動を

行いました。また、クレジットカード決済やポイントを使用

して募金ができる仕組みを構築いたしました。

タイ イオンタナシンサップ（タイランド）
タイの環境保全、人材の育成と教育の振興、公共の利益への

寄付を目的として2007年4月に設立した「タイ・イオン財団」

では、タイ赤十字社への寄付活動を行うとともに、タイ従業員

315名が献血活動に参加いたしました。

1995年より、カードのご利用によってたまる「ときめきポイント」

をお客さまの善意で、社会福祉法人日本点字図書館、社団法人

国土緑化推進機構に寄付していただける制度を導入しておりま

す。この寄付金は、日本点字図書館では点字・録音図書の制作

に、国土緑化推進機構では地球温暖化や洪水を防止するため

の植林、荒れた水源林や里山の手入れなどに役立っています。

■従業員による活動

当社従業員が、地域に密着した社会貢献活動に積極的に参加

しております。当中間期も社会福祉施設を従業員が訪問し、

ボランティア活動を行いました。また、事業所周辺地域の

清掃活動を毎月実施しております。そのほか、本年度も24時間

テレビ「愛は地球を救う」の協賛企業として店頭、街頭、

インターネットで募金活動を継続して行いました。

◀清掃ボランティア
◀ときめきポイント
　寄付金贈呈式 ◀万里の長城植樹

情報セキュリティマネジメントに関する国際的な第三者

適合性評価制度である「 ISO27001」において、当社の

情報セキュリティ対策に対して高い評価をいただき、認証を

更新することができました。また、英国FTSE社が開発した

SRIインデックス（社会的責任投資

指標）「FTSE4Good Index」の構成

銘柄に今年も選定されました。

◀FTSE4Good Index
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中間連結財務諸表の概要

前 期
（2008年2月20日現在）

当中間期
（2008年8月20日現在）

増 減

【資産の部】

流動資産 809,822 849,333 39,511

　現金及び預金 17,499 16,092 △1,406

　割賦売掛金 287,335 330,943 43,607

　営業貸付金 503,720 498,060 △5,660

　その他 49,162 58,227 9,065

　貸倒引当金 △47,896 △53,990 △6,094

固定資産 52,042 58,880 6,837

　有形固定資産 9,843 9,933 90

　  建物 1,218 1,172 △46

　  車両運搬具 2,449 3,104 655

　  器具備品 6,175 5,656 △519

　無形固定資産 8,133 9,871 1,737

　投資その他の資産 34,066 39,075 5,009

　  投資有価証券 23,052 27,522 4,469

　  その他 11,013 11,553 539

繰延資産 196 177 △19

資産合計 862,061 908,390 46,329

前中間期
2007年2月21日から
2007年8月20日まで

当中間期
2008年2月21日から
2008年8月20日まで

前 期
2007年2月21日から
2008年2月20日まで

営業活動による
キャッシュ・フロー 17,475 △17,977 △7,094

投資活動による
キャッシュ・フロー

△5,891 △81 △8,768

財務活動による
キャッシュ・フロー

△16,744 17,348 6,434

現金及び現金同等物に
係る換算差額

△266 △232 △687

現金及び現金同等物の
減少額

△5,427 △942 △10,116

現金及び現金同等物の
期首残高 25,869 15,753 25,869

分社型吸収分割に伴う現金
及び現金同等物の増加額

ー 85 ー

現金及び現金同等物の
中間期末（期末）残高 20,441 14,896 15,753

前中間期
2007年2月21日から
2007年8月20日まで

当中間期
2008年2月21日から
2008年8月20日まで

前年同期比（%）

営業収益 90,493 88,586 97.9
　総合あっせん収益 22,330 25,964 116.3
　個品あっせん収益 4,902 4,935 100.7
　融資収益 58,726 50,047 85.2
　業務代行収益 ー 2,460 ー
　融資代行収益 731 ー ー
　償却債権回収益 1,464 1,362 93.1
　その他の収益 2,174 3,729 171.5
　金融収益 163 86 53.0
営業費用 72,701 73,240 100.7
営業利益 17,792 15,346 86.3
営業外収益 281 278 98.9
営業外費用 184 119 65.0
経常利益 17,889 15,504 86.7
特別利益 1,189 6,645 558.7
特別損失 305 7,675 2,512.3
税金等調整前中間純利益 18,773 14,475 77.1
法人税等 6,961 5,076 72.9
少数株主利益 2,009 2,322 115.6
中間純利益 9,801 7,076 72.2

株主資本 評価・換算差額等

資本金 資本
剰余金

利益
剰余金 自己株式 株主資本

合計

その他
有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損益

為替換算
調整勘定

評価・換算
差額等
合計

新株
予約権

少数株主
持分

純資産
合計

前期末残高 15,466 17,053 126,646 △218 158,948 4,355 △338 297 4,314 ー 20,074 183,336
中間期中の変動額
　剰余金の配当 △3,920 △3,920 △3,920
　中間純利益 7,076 7,076 7,076
　自己株式の取得 △0 △0 △0
　自己株式の処分 △0 0 0 0
　株主資本以外の項目の
　中間期中の変動額（純額） 484 93 △561 16 25 1,793 1,834

中間期中の変動額合計 ー △0 3,155 △0 3,154 484 93 △561 16 25 1,793 4,989
当中間期末残高 15,466 17,053 129,802 △218 162,102 4,840 △245 △264 4,330 25 21,867 188,326

中間連結貸借対照表

（単位：百万円）中間連結株主資本等変動計算書 当中間期（2008年2月21日から2008年8月20日まで）

（単位：百万円）（単位：百万円）中間連結損益計算書 中間連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円）

前 期
（2008年2月20日現在）

当中間期
（2008年8月20日現在）

増 減

【負債の部】
流動負債 231,042 267,422 36,379
　短期借入金 27,787 43,965 16,178
　1年以内返済予定の長期借入金 80,198 78,954 △1,244
　1年以内償還予定の社債 18,498 15,000 △3,498
　コマーシャル・ペーパー 659 ー △659
　その他 103,899 129,502 25,603
固定負債 447,681 452,642 4,960
　社債 112,954 98,801 △14,152
　長期借入金 323,009 343,449 20,439
　利息返還損失引当金 8,540 8,089 △451
　その他 3,176 2,301 △875
負債合計 678,724 720,064 41,339
【純資産の部】
株主資本 158,948 162,102 3,154
　資本金 15,466 15,466 ー
　資本剰余金 17,053 17,053 △0
　利益剰余金 126,646 129,802 3,155
　自己株式 △218 △218 △0
評価・換算差額等 4,314 4,330 16
新株予約権 ー 25 25
少数株主持分 20,074 21,867 1,793
純資産合計 183,336 188,326 4,989
負債純資産合計 862,061 908,390 46,329

(           ) (           ) (           )(           ) (           )

※債権流動化分を含んでおります。

8,620

6,893

8,342

27期25期
（中間期）

26期 28期

9,083 9,049

7,177

8,389

27期25期
（中間期）

26期 28期

9,3711,833 1,883

1,386

1,726

27期25期
（中間期）

26期 28期

総資産（億円） 純資産（億円） 営業債権残高（億円）
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中間単独財務諸表の概要

前 期
（2008年2月20日現在）

当中間期
（2008年8月20日現在）

増 減

【資産の部】

流動資産 603,702 635,504 31,802

　現金及び預金 5,817 4,080 △1,737

　割賦売掛金 217,971 257,047 39,076

　営業貸付金 382,698 375,838 △6,859

　その他 39,887 47,258 7,370

　貸倒引当金 △42,673 △48,720 △6,047

固定資産 49,803 56,067 6,263

　有形固定資産 3,525 3,077 △448

　  建物 473 417 △55

　  車両運搬具 4 3 △0

　  器具備品 3,048 2,655 △392

　無形固定資産 5,529 6,810 1,281

　投資その他の資産 40,748 46,180 5,431

　  投資有価証券 31,694 36,395 4,701

　  その他 9,054 9,784 730

繰延資産 196 177 △19

資産合計 653,702 691,749 38,046

前中間期
2007年2月21日から
2007年8月20日まで

当中間期
2008年2月21日から
2008年8月20日まで

前年同期比（%）

営業収益 60,889 58,465 96.0

　総合あっせん収益 18,074 21,577 119.4

　個品あっせん収益 6 5 82.9

　融資収益 41,173 33,511 81.4

　業務代行収益 ー 2,456 ー

　融資代行収益 737 ー ー

　その他の収益 863 891 103.3

　金融収益 34 22 65.3

営業費用 49,354 49,684 100.7

営業利益 11,534 8,780 76.1

営業外収益 1,350 1,247 92.4

営業外費用 164 18 11.0

経常利益 12,721 10,009 78.7

特別利益 873 6,395 732.0

特別損失 296 7,323 2,473.0

税引前中間純利益 13,298 9,081 68.3

法人税等 5,292 3,289 62.2

中間純利益 8,006 5,792 72.3

※債権流動化分を含んでおります。

中間単独貸借対照表 （単位：百万円）中間単独損益計算書（単位：百万円）

前 期
（2008年2月20日現在）

当中間期
（2008年8月20日現在）

増 減

【負債の部】
流動負債 164,178 201,709 37,530
　短期借入金 2,150 10,850 8,700
　1年以内返済予定の長期借入金 53,200 58,000 4,800
　1年以内償還予定の社債 15,000 15,000 ー

　その他 93,828 117,859 24,030
固定負債 346,922 344,900 △2,021
　社債 105,000 90,000 △15,000
　長期借入金 231,600 245,800 14,200
　利息返還損失引当金 8,540 8,089 △451
　その他 1,781 1,010 △770
負債合計 511,100 546,609 35,509

【純資産の部】
株主資本 138,460 140,330 1,870
　資本金 15,466 15,466 ー

　資本剰余金 17,053 17,053 △0
　利益剰余金 106,158 108,029 1,871
　自己株式 △218 △218 △0
評価・換算差額等 4,141 4,783 642
新株予約権 ー 25 25
純資産合計 142,601 145,139 2,537
負債純資産合計 653,702 691,749 38,046

6,537

5,442

6,370
6,917

27期25期
（中間期）

26期 28期

6,922

5,587
6,330

7,201

27期25期
（中間期）

26期 28期

1,426

1,235
1,363

1,451

27期25期
（中間期）

26期 28期

総資産（億円）

17,917

12,946
15,166

27期25期 26期 28期

9,899

4,929
4,669

5,093

27期25期 26期 28期

2,402

純資産（億円） カードショッピング取扱高（億円） カードキャッシング取扱高（億円）営業債権残高（億円）

(           ) (           )

より多くの投資家の皆さまに当社をご理解
いただくため、投資家の皆さまへの情報開示に
努めております。

■投資家さま向け IR説明会
より多くの投資家さまに当社をご理解いただくため、

投資家さま向け IR説明会を実施しております。説明会で
は業績概要や利益還元、今後の重点実施事項などにつ

いてご説明させていただいております。今後も引き続き、

投資家の皆さまへの情報開示に力を入れてまいります。

■株主・投資家情報ホームページ
最新のニュースリリースや月次情報をタイムリーに

掲載するとともに、IR説明会や株主総会の動画配信を
実施するなど、情報開示の充実を図っております。なお、

今年も大和インベスター・リレーションズ株式会社の

「インターネットIRサイトの優秀企業賞」に選ばれ、5年
連続の受賞となりました。

http://www.aeoncredit.co.jp/aeon/ir/
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会社データ

決 算 期

定時株主総会

株主名簿管理人

同事務取扱場所

お問い合わせ先

郵便物送付先

同 取 次 所

単 元 株 式 数

公 告 方 法

毎年2月20日

毎年5月20日までに実施

東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

東京都中央区八重洲一丁目2番1号
みずほ信託銀行株式会社

本店証券代行部

〒135-8722
東京都江東区佐賀一丁目17番7号
みずほ信託銀行株式会社

証券代行部

電話 0120-288-324（フリーダイヤル）
（9:00～17:00 土日祝日を除く）

上場会社の「株券電子化」が実施されます。株券が電子化されると、上場会社の株券は無効となり、
株主の権利は電子的に証券会社などの口座で管理されます。株券をお手元にお持ちの場合は必ずご確認ください。

お手持ちの株券の裏側にある「株主名」の欄がご本人名義かご確認ください。

株券はご本人名義になっていますか？

商 号

上場証券取引所

本 店

電 話 番 号

U R L

設 立

資 本 金

イオンクレジットサービス株式会社

東京証券取引所市場第一部

（証券コード：8570）

東京都千代田区神田錦町一丁目1番地

（03）5281-2030（代表）

http://www.aeoncredit.co.jp

1981年6月20日

154億6,650万円

発行可能株式総数

発行済株式総数

株主数

540,000,000 株

156,967,008 株

15,051 名

（2008年8月20日現在） （2008年8月20日現在）

みずほ信託銀行株式会社

全国各支店

みずほインベスターズ証券株式会社

本店および全国各支店

100株

電子公告

（http://www.aeoncredit.co.jp）

■株主メモ■株式の状況■会社概要

■所有者別株式数の構成比

■株券電子化のご案内（2009年1月予定）

ただし、事故その他やむを得ない事由によって 
電子公告による公告をすることができない場合は、
日本経済新聞に掲載することといたします。

国内の一般法人

50.73%

金融機関

12.84%

証券会社

1.62%

外国人、外国法人

28.07%

その他

0.27%

個人
6.47%

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（%）

イオン株式会社

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）

ステート ストリート バンク アンド トラスト  
カンパニー 505223

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）

ザ チェース マンハッタン バンク エヌ エイ
ロンドン エス エル オムニバス アカウント

マックスバリュ西日本株式会社

ミニストップ株式会社

ゴールドマン・サックス・インターナショナル

ドレスナー・クラインオート証券会社東京支店

45.60

3.47

3.26

3.23 

2.62

2.00

1.69

1.46

1.18

1.17

71,576

5,441

5,110

5,072

4,107

3,137

2,646

2,290

1,860

1,838

（2008年8月20日現在）■大株主

取 締 役 会 長

取 締 役 社 長

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

監 査 役

※

※

※

※

森　　美 樹

神 谷　和 秀

河田　和 彦

斉 藤　達 也

清 永　崇司

上 山　政 道

近 藤　安彦

高野　清 昭

山 田　義 隆

玉 井　　貢

浅 沼　清保

池 西　孝 年

谷 内　寿照

杉原　弘 泰

人 見　信男

若林　秀 樹

※ 監査役は全員、会社法
第2条第16号に定める
社外監査役であります。

（2008年8月20日現在）■取締役および監査役

早急に名義書換をしてください。
ご本人以外の名義になっていると株主
としての権利（株式価値、配当金の 
受け取りなど）を失う恐れがあります。
お取り引きのある証券会社または株主 
名簿管理人にお問い合わせください。

■当社株券の名義書換などの手続きは株主名簿管理人であるみずほ信託銀行へお問い合わせください。

なっていません 証券保管振替機構（ほふり）に
預けていますなっています

手続きは不要です。
ただし、株券電子化後に株式を売却す
るには証券会社に口座を開設し、株式
の振替手続きが必要になります。利便
性、安全性のためには証券保管振替機
構（ほふり）への預託をおすすめします。

手続きは不要です。
証券会社を通じて証券保管振替機構
（ほふり）に株券をお預けの場合は、 
株券電子化にあたり手続きをする必要
はありません。今までと同様に自由な
売却が可能です。
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あなたの保険選びをサポート

保険ショップとWEBサイトの両方であなたの保険
選びをサポートいたします。お買物の合間やご自宅で
お気軽にご利用ください。

詳しくは、お近くの保険ショップ・

WEBサイトまでお問い合わせください。

保険ショップ
 保険の見直し相談、

  お手続きを承ります。

インターネット
保険のお見積り、資料請求を
ご利用いただけます。

カタログスタンド
豊富なラインナップを
取り揃えております。

生命保険

医療保険 損害保険

自動車保険 http://www.hokenmarket.net/

＊一部のお店ではご利用になれない場合がございます。 ※ 一部対象外となる店舗・商品がございます。
※ 店舗によってはＷＡＯＮでのお支払いができない場合がございますので、
 あらかじめご了承ください。
※ 上記の特典は予告なく変更する場合がございますので、あらかじめご了承ください。

＊他行宛のお振込みなどには所定の手数料がかかります。

植物性大豆油インキを使用しています。




